
 

（様式第２２号） 

５年度 森林・山村多面的機能発揮対策 活動実績報告書 

採択番号 ５-石-1 活動組織名 〇〇森林ボランティアの会 

代表者 代表 森林 みどり 担当者 書記 林 樹木 組織員数 10 人 

住 所 〒060-0004 札幌市中央区北４条西５丁目１ 林業会館 

電 話 090-2345 -6789 FAX 0123 -45 -6789 E-mail zyumoku.hayashi@gmail.com 

  

②地域環境保全タイプ ④森林資源利用タイプ ⑤森林機能強化タイプ ⑥関係人口創出・維持タイプ 

活動場所  〇〇市10林班25、30、50小班or字森林10番地 

  活動回数 参加人員(延べ) 組織員 組合員外 地域外関係者   

■②     8 回 参加人員 (延べ )  10 人 50 人    10人 面 積   2.0 ha  

■④     3 回 参加人員 (延べ )  15 人 0 人     0人 面 積   1.0 ha 

■⑤     2 回 参加人員 (延べ )   5 人 0 人     0人 延 長 100 m 

■⑥     1 回 参加人員(延べ)  15 人   0人       10人  

  

１活動概要（実施内容） 

 

② ○○地区○林班○小班において、○月から○月にかけ、林内作業路 100m の草刈り、補修等を行

ったほか、風倒木や枯損木の整理、用地境界の笹刈りなどを実施し、境界杭の確認を行った。 

  また、○林班○小班のカラマツ人工林について、ボランティアを募り一部を間伐実習に活用し、

残りの部分を地区の森林組合に業務委託し整備した。 

④ ○林班○小班の天然林 1.0 ha の除間伐を行うとともに、これらの材を搬出してチップ化し林

内歩道の敷材としたほか、薪材等に活用。 

⑤ ○月から○月にかけ、○林班○小班において作業路を作設した。 

⑥ ○○地区の活動森林をフィールドとして、地域外の住民等を対象に、安全対策を考慮しながら、

枝打ち等の作業体験を会員とともに実施。 

２活動成果 

 今まであまり手を入れていなかった森林で作業路を再整備し、安全対策を重点に、枯損木や風倒木

の処理を進めたことで林内が明るく見通しが良くなった。 

又、会員以外の住民を受け入れて、枝打ち体験等を実施後の意見交換で、手入れの必要性を認識し

ていただいたが、道具類が不足との意見もあり、今後の課題として考えて行く必要性がある。 

 

３資機材・施設の整備 （写真添付） 

区 分 品  名 規  格 数 量 備 考 

■資材 

■機材 

■施設 

切込み砂利 

チェーンソー 

機材保管庫 

採石 0～30mm 

スチール社製 MS261CM 

○○社 ○○3.0㎡タイプ  

 4.0㎥ 

 2 台 

 1 台 

作業路に敷き込み 

現場作業小屋に保管 

○○地区○林班○

小班の入口に設置 
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1 活動の概要 

・申請対象地毎(林小班等)の実施作業概要を記載すること

の概要 

品物と規格が判る写真添付 

 


